



































































































































































１．ある ７４．５％ ５９．２％ ７４．１％



















































































































教育的意義が大きいから ２８ ５６．００％ ４８ ６４．８６％
幼児／小学生が喜んで取り組むと思うから １６ ３２．００％ ６ １０．８１％
自身が造形の鑑賞が好きだから １ ２．００％ １ ６．７６％








































教育的意義があまり期待できないから １４ ２６．９２％ ９ １６．００％
造形の鑑賞にかける時間がないと思うから ４ ７．６９％ ２ ８．００％
造形の鑑賞がよくわからないから ２６ ５０．００％ ９ ６４．００％
その他 ６ １１．５４％ １ １２．００％
無回答 ２ ３．８５％ ０ ０．００％
幼児（ｎ＝２７） 小学生（ｎ＝３０）
教育的意義が分からないから ６ ３３．３３％ ３ ４３．３３％
造形の鑑賞をしたことがないから ２ １４．８１％ ２ １３．３３％
造形の鑑賞に興味がないから ２ １１．１１％ １ ２０．００％
その他 ４ ２５．９３％ ３ ２３．３３％
































とてもそう思う 思う どちらともいえない 思わない 全く思わない
 
（ｎ＝133）  
とてもそう思う 思う どちらともいえない 思わない 全く思わない 無回答
ぼ同じ値を示している。
　幼児及び小学生共通しての鑑賞の意義として、人間性や人格の形成への影響につい
ては、「とてもそう思う（７．１０％）」、「思う（３１．１５％）」が３８．２５％となり、４割弱の
学生は影響があると考えていることが分かった（図５）。
　あわせて、芸術作品を知ることによって、学生自身の今後の将来の進路（小学校教
諭、保育者等）において意義があるか否かについては、「とてもそう思う（８．２０％）」、	
「思う（３４．４３％）」が４２．６３％となり、４割強の学生が保育、教育に携わるにあたり、
多少なりとも意義を感じていることが分かった（図６）。
４．まとめ
　今回、保育者、小学校教諭を志す学生の文化意識は比較的高く、文化受容者となっ
ていることが分かった。
　しかし、幼児期における鑑賞活動の必要性を感じているのは４割弱、小学生におい
ては、学習指導要領に明文化され、鑑賞学習を単独で実施することが謳われており、
またそのことを学んでいるにもかかわらず、必要性を感じているのは６割に満たない
こと、あわせて「しなくてもよい」と回答した半数が「造形の鑑賞がよくわからない
から」を理由に挙げた結果については、今後、保育、教育現場において文化受容者を
育む立場になることを考えると養成課程における大きな課題であると考えられる。
　まず鑑賞活動の教育的意義を理解してもらうことが重要であり、発達段階を考慮し
た鑑賞活動自体の捉え方の認識から、各年齢においての鑑賞活動がどのような教育効
果を含んでいるのかを教授しなければならないと考える。視覚形式によって成立する
視覚世界と造形意識を共有するといった美術理解を基礎とした指導を目指さなければ
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ならないと考える。
　また、鑑賞活動が既に文化財となった作品の価値を伝えるという文化の伝承や美術
史を学ぶことにとどまらないことも重要であると考える。鑑賞活動には、「芸術作品
を注意深く見る訓練が、科学的イメージや医学的イメージを学ぶ際の観察能力を改善
できる」１２）とされており、作品鑑賞を通して注意深く見て、見たものについて推論
するといった批判的スキルの学習転移の可能性も視野に入れ、批判的思考や言語能力
の醸成につながるとされるＶＴS（Ｖisual	Ｔhinking	Strategies）などの鑑賞技法の活
用１３）についても養成課程における図画工作科に関する授業内容に取り入れる検討を
しなければならないと考える。
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